
北本市議会 議会報告会（第 37 回） 次第 
令和 5 年 7 月 29 日㈯ 

午前 ９時 30 分から 中丸公民館 

 【司会進行】 広報広聴副委員長  

 

 

1  開 会  

2  あいさつ  議 長  

3  議会報告会の進め方について 

4  【第 1 部】 定例会の報告 

（１） 令和 ５ 年第 ２ 回定例会の報告 

ア 先議議案等の審議概要   議会運営正副委員長 

イ 委員会付託議案の審議概要 

▷ 予算決算常任委員会の審議概要   予算決算常任正副委員長 

▷ 総務文教常任委員会の審議概要   総務文教常任正副委員長 

ウ 議員提出議案の審議概要      議会運営正副委員長 

（２） その他 

（３） 質疑応答 

5 【第 2 部】 意見交換会 

6  閉 会 





 議案の概要 
議案 
番号 件    名 要    旨 

３３ 北本市税条例の一部改正に

ついて 
（総務部税務課） 

 

１ 趣旨 
  地方税法の一部改正等に伴い、

特定小型原動機付自転車に係る税

率を規定し、及び森林環境税の賦

課徴収方法を追加する等するとと

もに、規定の整備をするもの 
２ 内容 
 ⑴ 森林環境税の賦課徴収方法の

追加（第３８条） 
 ⑵ 特定小型原動機付自転車に係

る軽自動車税の税率を規定（第

８２条） 
 ⑶ 不正により生じた納付不足額

係る軽自動車税の加算割合の引

上げ（附則第１５条の３・附則

第１６条の２） 
 ⑷ 規定の整備（第３４条の９ほか） 
３ 施行期日等 

⑴ 施行期日（附則第１条） 
  令和５年７月１日ほか 

 ⑵ 経過措置（附則第２条・附則

第３条） 
３４ 工事請負契約の変更契約の

締結について 
（福祉部保育課） 

１ 契約の目的 
  （仮称）新中央保育所新築工事

「建築」 
２ 契約の金額 
  変更前 ３４６，５００，０００円 
  変更後 ３５８，６００，０００円 
３ 契約の相手方 
  北本市宮内５丁目３５１番地 
  丸和工業株式会社 
  代表取締役 矢 部 利 人 

３５ 固定資産評価審査委員会委

員の選任について 
（政策推進部市長公室） 

 現委員の清水年子氏の任期満了に

伴い、引き続き同氏を選任するため

議会の同意を求めるもの 



３６ 農業委員会委員の任命につ

いて 
（政策推進部市長公室） 

 農業委員会委員の任期満了に伴

い、引き続き横山信氏を任命するた

め議会の同意を求めるもの 
３７ 農業委員会委員の任命につ

いて 
（政策推進部市長公室） 

農業委員会委員の任期満了に伴

い、引き続き山本浩之氏を任命する

ため議会の同意を求めるもの 
３８ 農業委員会委員の任命につ

いて 
（政策推進部市長公室） 

 農業委員会委員の任期満了に伴

い、新たに新井信洋氏を任命するた

め議会の同意を求めるもの 

３９ 農業委員会委員の任命につ

いて 
（政策推進部市長公室） 

 農業委員会委員の任期満了に伴

い、新たに𠮷野満咲実氏を任命する

ため議会の同意を求めるもの 
４０ 農業委員会委員の任命につ

いて 
（政策推進部市長公室） 

 農業委員会委員の任期満了に伴

い、新たに渡邊大之氏を任命するた

め議会の同意を求めるもの 
４１ 農業委員会委員の任命につ

いて 
（政策推進部市長公室） 

 農業委員会委員の任期満了に伴

い、新たに加藤浩氏を任命するため

議会の同意を求めるもの 
４２ 農業委員会委員の任命につ

いて 
（政策推進部市長公室） 

 農業委員会委員の任期満了に伴

い、新たに清水喜美子氏を任命する

ため議会の同意を求めるもの 
４３ 農業委員会委員の任命につ

いて 
（政策推進部市長公室） 

 農業委員会委員の任期満了に伴

い、新たに大島隆義氏を任命するた

め議会の同意を求めるもの 
４４ 農業委員会委員の任命につ

いて 
（政策推進部市長公室） 

 農業委員会委員の任期満了に伴

い、新たに内田泰宏氏を任命するた

め議会の同意を求めるもの 
４５ 農業委員会委員の任命につ

いて 
（政策推進部市長公室） 

 農業委員会委員の任期満了に伴

い、新たに伊藤治氏を任命するため

議会の同意を求めるもの 
４６ 農業委員会委員の任命につ

いて 
（政策推進部市長公室） 

 農業委員会委員の任期満了に伴

い、新たに新井保好氏を任命するた

め議会の同意を求めるもの 
４７ 農業委員会委員の任命につ

いて 
（政策推進部市長公室） 

 農業委員会委員の任期満了に伴

い、新たに加藤正雄氏を任命するた

め議会の同意を求めるもの 
４８ 農業委員会委員の任命につ

いて 
 農業委員会委員の任期満了に伴

い、引き続き湯澤美恵氏を任命する



（政策推進部市長公室） ため議会の同意を求めるもの 
４９ 令和５年度北本市一般会計

補正予算（第３号） 
（各部課） 

１ 趣旨 
 ⑴ 補正前の額 
   ２４０億１，２５７万２千円 
  ⑵ 補正後の額 
   ２４２億９，９３８万６千円 
  歳入歳出それぞれ２億８，６８

１万４千円を追加 
２ 内容 
  歳出については、新たな事務事

業費の計上に伴う所要額の補正を

行い、歳入については、国庫支出

金等の所要額の補正を行うととも

に、財政調整基金繰入金を増額

し、補正予算収支の均衡を図っ

た。 
５０ 令和５年度北本都市計画事

業久保特定土地区画整理事

業特別会計補正予算（第１

号） 
（都市整備部久保土地区画

整理事務所） 

１ 趣旨 
 ⑴ 補正前の額 
   ６億７，１２０万円 
 ⑵ 補正後の額 
   ６億８，３８６万２千円 
  歳入歳出それぞれ１，２６６万

２千円を追加 
２ 内容 
  歳出については、久保特定土地

区画整理事業の見直しに要する経

費を計上し、歳入については、一

般会計繰入金を増額し、補正予算

収支の均衡を図った。 
 





議提第３号 
 

インボイス制度の実施延期を求める意見書 

 
 
会議規則第１４条の規定により、インボイス制度の実施延期を求める意見書を次

のとおり提出する。 
 
 
 令和５年６月２８日 提出 
 

提出者 北本市議会議員 湯 沢 美 恵  
賛成者 北本市議会議員 毛 呂 一 夫  
賛成者 北本市議会議員 工 藤 日出夫  
賛成者 北本市議会議員 村 田 裕 子  
賛成者 北本市議会議員 中 村 洋 子  

 
 

 北本市議会議長 滝 瀬 光 一 様 
  



 

インボイス制度の実施延期を求める意見書 

 

コロナ禍が暮らしと営業の状況を深刻化させ、急激な物価高騰が家計、事業経営を

圧迫し、地域経済の悪化を招いています。 
こうした影響を受け、地域経済の中心を担う中・小規模事業者は存続の危機に瀕し

ており、物価高騰対策などの支援が求められています。１０月からのインボイス制度

の実施は、事務負担の増加を強いるとともに、免税業者が取引から排除される恐れが

あります。インボイス導入を機に、個人事業主や農業従事者、フリーランスなどを廃

業の危機に追い込み、さらなる地域経済の衰退につながりかねません。影響を受ける

のは事業者だけでなく、太陽光パネルを設置して売電している家庭にもインボイス

発行事業者登録に関する働きかけが行われています。 
インボイス制度導入に関し、日本商工会議所、全国中小企業団体中央会、全国青年

税理士連盟などの団体が、現状のまま実施に踏み切ることに懸念の声を上げていま

す。私たちは、住民の暮らし、地域経済に深刻な打撃となるインボイス制度の延期を

強く求めます。 
 

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出します。 

 

提出先 

衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、経済産業大臣 

  



議提第４号 
 

改正マイナンバー法を見直し、健康保険証の継続を求める意見書 

 
 
会議規則第１４条の規定により、改正マイナンバー法を見直し、健康保険証の継続

を求める意見書を次のとおり提出する。 
 
 
 令和５年６月２８日 提出 
 

提出者 北本市議会議員 工 藤 日出夫  
賛成者 北本市議会議員 毛 呂 一 夫  
賛成者 北本市議会議員 小久保 博 雅  
賛成者 北本市議会議員 村 田 裕 子  
賛成者 北本市議会議員 湯 沢 美 恵  
賛成者 北本市議会議員 中 村 洋 子  
賛成者 北本市議会議員 今 関 公 美  

 
 

 北本市議会議長 滝 瀬 光 一 様 
  



 

改正マイナンバー法を見直し、健康保険証の継続を求める意見書 

 

改正マイナンバー法が６月２日に成立し、２０２４年秋には健康保険証を廃止し

て一本化するとしている。オンライン資格確認システム導入の義務化、現行の健康

保険証の廃止は、取得が任意であるはずのマイナンバーカードを事実上義務化させ

ることになり、選択の自由と国民皆保険制度を壊しかねない。国民皆保険制度は、

「いつでも」、「どこでも」、「誰でも」、日本国内で等しく医療が受けられるも

のである。健康保険証を廃止し、マイナ保険証を取得しない国民は、「資格確認

書」を申請しなければ、公的医療が受けられなくなる。 

また、マイナンバーをめぐってはトラブルが多発し、未だに全貌が明らかになっ

ていない。マイナンバーの活用に不安を感じている人が少なくない中で、拙速にこ

とを運ぶのではなく、まずは立ち止まって、制度について見直すべきである。 

障がいのある方、寝たきりの方や認知症の方など、いわゆる弱い立場の方々にと

っては、マイナンバーカードの取得や更新手続き等が非常に困難であることから、

現行の健康保険証は原則交付とし、マイナンバーカードを保険証として使うかどう

かは個々の国民の任意とするべきである。 

よって、国会及び政府においては、改正マイナンバー法を見直し、健康保険証を継

続するよう強く求める。 

 

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 

 

提出先 

衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、内閣官房長官、総務大臣、厚生労働大臣 

  



議提第５号 
 

都市計画道路西仲通線の整備に関する決議 

 
 
会議規則第１４条の規定により、都市計画道路西仲通線の整備に関する決議を次

のとおり提出する。 
 
 
 令和５年６月２８日 提出 
 

提出者 北本市議会議員 岡 村 有 正  
提出者 北本市議会議員 保 角 美 代  
賛成者 北本市議会議員 毛 呂 一 夫  
賛成者 北本市議会議員 小久保 博 雅  
賛成者 北本市議会議員 斉 藤   章  
賛成者 北本市議会議員 永 井   司  
賛成者 北本市議会議員 青 野 康 子  
賛成者 北本市議会議員 高 橋   誠  
賛成者 北本市議会議員 村 田 裕 子  
賛成者 北本市議会議員 桜 井   卓  
賛成者 北本市議会議員 諏 訪 幸 男  
賛成者 北本市議会議員 今 関 公 美  
賛成者 北本市議会議員 島 野 和 夫  
賛成者 北本市議会議員 現王園 孝 昭  

 
 

 北本市議会議長 滝 瀬 光 一 様 
  



 

都市計画道路西仲通線の整備に関する決議 

 

都市計画道路西仲通線は、上尾市、桶川市、北本市、鴻巣市のJR高崎線の西側を

南北に結ぶ広域幹線道路の一部で、昭和４４年に都市計画決定された幅員１８メー

トル、延長２，５２０ｍの道路となっている。令和３年度には上尾市から桶川市まで

の全線の整備が完了し、北本市境まで供用が開始された。 

北本市においては、久保特定土地区画整理事業地内において一部事業化がされて

いるが、デーノタメ遺跡との共存などの課題から整備が進んでいない。 

今後、道路の整備が進み、利便性が向上し、沿線の開発が進めば、人口減少の歯止

めや地域経済の活性化にも寄与することとなる。また、本市の防災・減災、国土強靭

化にもつながり、市民の命とくらしを守る重要な幹線道路となる。 

その一方で、道路が整備されることで、大型車などの交通量が増え、周辺住民の生

活環境の悪化が懸念される。また、道路が整備されるまでの間においては、引き続き、

通過交通が周辺道路を通り抜けることで、交通安全上、危険な状況が続くことも懸念

される。 

よって、都市計画道路西仲通線の整備に関して下記の事項について対応するよう

求める。 

 

                記 

 

１ 桶川市からの交通の円滑化を図るため、桶川市境から南大通線までの区間につ

いて早期に整備すること。 

２ 整備に当たっては、交通安全及び防災・減災に配慮するとともに、北本団地な 

どの周辺住民における騒音などの生活環境にも十分配慮すること。 

３ 桶川市境から南大通線までの早期整備を見据え、沿道における土地の利活用に

ついて市街化区域への編入等北本市の発展に資するものとなるよう計画的なまち

づくりを推進すること。 

４ 道路が整備されるまでの間において、周辺道路における交通安全対策を徹底す

ること。 

 

以上、決議する。 

 

  令和５年６月２８日 

 

                          北 本 市 議 会 
 



議提第６号 
 

デーノタメ遺跡国指定史跡決定後の保存活用に関する決議 

 
 
会議規則第１４条の規定により、デーノタメ遺跡国指定史跡決定後の保存活用に

関する決議を次のとおり提出する。 
 
 
 令和５年６月２８日 提出 
 

提出者 北本市議会議員 保 角 美 代  
提出者 北本市議会議員 岡 村 有 正  
賛成者 北本市議会議員 毛 呂 一 夫  
賛成者 北本市議会議員 小久保 博 雅  
賛成者 北本市議会議員 斉 藤   章  
賛成者 北本市議会議員 永 井   司  
賛成者 北本市議会議員 青 野 康 子  
賛成者 北本市議会議員 高 橋   誠  
賛成者 北本市議会議員 村 田 裕 子  
賛成者 北本市議会議員 桜 井   卓  
賛成者 北本市議会議員 諏 訪 幸 男  
賛成者 北本市議会議員 今 関 公 美  
賛成者 北本市議会議員 島 野 和 夫  
賛成者 北本市議会議員 現王園 孝 昭  

 
 

 北本市議会議長 滝 瀬 光 一 様 
  



 

デーノタメ遺跡国指定史跡決定後の保存活用に関する決議 

 

この度、デーノタメ遺跡の国指定史跡化に向け、京都に移転した文化庁への意見具

申のための出張旅費が補正予算で計上された。最短で令和6年10月に国指定史跡決

定となり、決定後にはデーノタメ遺跡保存活用計画が策定される予定である。 

保存活用にあたっては、用地取得、施設整備及び維持管理に係る費用に多額の税金

が投入されることから、下記の事項について対応するよう強く求める。 

 

記 
 
１ 当該用地取得には市民の税金から２割、ガイダンス施設や公園整備などには5割

の負担が生じることとなる。また、整備後の運営及び維持管理には全額市民の税金

を投入することになることから、費用対効果を十分に勘案した上で計画策定を行

うこと。 

２ 遺跡保存活用に係る費用負担を含め、広く市民の意見を聞く機会を設けて意見

を反映するとともに、市民の気運の醸成を図るための取組を行うこと。 

 

以上、決議する。 

 

  令和５年６月２８日 

 

                          北 本 市 議 会 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



議提第７号 
 

市外の小・中学校に通う子どもの給食費無償化を求める決議 

 
 
会議規則第１４条の規定により、市外の小・中学校に通う子どもの給食費無償化を

求める決議を次のとおり提出する。 
 
 
 令和５年６月２８日 提出 
 

提出者 北本市議会議員  今 関 公 美 
賛成者 北本市議会議員  金 森 すみ子 
賛成者 北本市議会議員  毛 呂 一 夫 
賛成者 北本市議会議員  小久保 博 雅 
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市外の小・中学校に通う子どもの給食費無償化を求める決議 

 

市内の小・中学校における学校給食費について令和５年度中の無償化が決定され

たが、給食費無償化の対象には市外の小・中学校（特別支援学校等を含む。）に通う

児童生徒が含まれていない。 

この給食費無償化は、新型コロナウイルス感染症による影響が長期化する中、物価

高騰等に直面する児童生徒の保護者の負担軽減を目的としたものであり、市外の学

校に通っている子どもも無償化の対象とすべきである。 

よって、市外の小・中学校（特別支援学校等を含む。）に通う児童生徒に対する令

和５年度分学校給食費の実質無償化を早急に実現することを求める。 

 

以上、決議する。 
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